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東京飯豊会会長 山口 弘二（中津川）  
会長あいさつ 

会員の皆様にはお元気で過ごさ

れておられると思います。さ

て、昨年皆様からご寄付を頂き

執り行った第一小学校の植樹は

無事に終わりました。植樹祭には全小学生が加

わり、苗木に土を盛る生き生きとした姿が印象

的でした。 また、白鳥が飛来するスワンパー

ク周りの枯れた桜の木10本も植え替えました。

将来見事な桜並木になることを期待しておりま

す。 昨年10月末の芋煮会は大型台風のため中

止せざるを得ませんでした。100名の方が出席

を予定されていたのですが、大変残念なことで

した。今年も盛大に催す予定でおりますのでご

参加をお願い申し上げます。 

桜植樹記念式典 特集!!  

飯豊会広報部 

昨

年

植

樹

の

さ

く

ら

開

花

! 

写真提供：飯豊町立第一小学校 
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の
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き
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小
園
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飯
豊
町
消
防
団
音
楽
隊 

 
 
 
 

３
０
周
年
記
念
演
奏
会 

１
月
７
日
、
町
民
総
合
セ
ン
タ
ー
「
あ

～
す
」
で
、
飯
豊
町
消
防
団
（
田
辺
隆

団
長
）
の
中
で
組
織
さ
れ
る
音
楽
隊

（
本
部
分
団
第
一
部
第
二
班
）
の
３
０

周
年
記
念
演
奏
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

演
奏
会
に
は
お
よ
そ
３
０
０
人
の
聴

衆
が
来
場
。
中
に
は
音
楽
隊
に
所
属
し

て
い
た
元
団
員
の
顔
も
見
ら
れ
、
賑
や

か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
演
奏
さ
れ
た

曲
目
は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
「
双
頭
の
鷲
の

旗
の
下
に
」
や
北
島
三
郎
さ
ん
の
「
ま

つ
り
」
、
「
夢
を
か
な
え
て
ド
ラ
え
も

ん
」
な
ど
、
幅
広
い
年
代
が
楽
し
め
る

曲
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。 

 

特
別
出
演
と
し
て
、
後
藤
幸
平
町
長

が
演
奏
に
合
わ
せ
て
「
千
の
風
に
な
っ

て
」
を
独
唱
す
る
場
面
や
、
消
防
団

バ
ー
ジ
ョ
ン
の
替
え
歌
に
し
た
「
三
百

六
十
五
歩
の
マ
ー
チ
」
を
、
団
長
を
始

め
と
し
た
最
高
幹
部
が
来
場
者
と
一
緒

に
歌
う
場
面
も
あ
り
、
大
盛
り
上
が
り

の
演
奏
会
で
し
た
。 

 

音
楽
隊
の
前
身
は
昭
和
５
９
年
に
隊

員
４
名
で
編
成
さ
れ
た
ラ
ッ
パ
隊
で
、

昭
和
６
１
年
に
音
楽
隊
と
し
て
結
成
さ

れ
ま
し
た
。
平
成
４
年
に
、
消
防
団
の

組
織
機
構
改
革
で
本
部
分
団
が
設
置
さ

れ
音
楽
隊
が
配
属
、
平
成
１
９
年
に
現

在
の
本
部
分
団
第
一
部
第
二
班
に
体
制

を
変
更
し
今
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

 

現
在
は
２
６
名
の
団
員
で
編
成
さ

れ
、
西
置
賜
地
区
で
唯
一
の
音
楽
隊
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
西
置
賜
行
政
組
合
消

防
本
部
で
開
催
さ
れ
る
「
西
置
賜
防
災

フ
ェ
ス
タ
」
へ
の
出
演
や
、
今
年
度
は

町
内
の
園
児
２
０
０
人
を
対
象
に
し
た

「
音
楽
の
広
場
」
へ
の
出
演
を
通
し

て
、
消
防
の
普
及
啓
発
活
動
に
励
ん
で

い
ま
す
。 

        

バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
に
認
定 

１
０
月
３
日
、
本
町
は
関
係
７
府
省

（
内
閣
府
、
総
務
省
、
文
部
科
学

省
、
農
林
水
産
省
、
経
済
産
業
省
、

国
土
交
通
省
、
環
境
省
）
が
共
同
で

推
進
し
て
い
る
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都

市
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。 

 

バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
と
は
、
原

料
生
産
か
ら
収
集
・
運
搬
、
製
造
・

利
用
ま
で
、
経
済
性
が
確
保
さ
れ
た

一
貫
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
地
域
の

特
色
を
生
か
し
た
バ
イ
オ
マ
ス
産
業

を
軸
と
し
た
環
境
に
や
さ
し
く
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
地
域

で
す
。 

 

本
町
は
こ
れ
ま
で
も
、
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
製
造
施
設
（
中
津
川
地
区
）

で
、
ナ
ラ
や
ブ
ナ
を
原
料
と
し
た
木

質
ペ
レ
ッ
ト
な
ど
を
製
造
し
た
り
、

有
機
肥
料
セ
ン
タ
ー
で
は
、
家
畜
排

せ
つ
物
を
堆
肥
化
し
て
農
地
に
還
元

す
る
循
環
型
農
業
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
今
年
度
、
「
飯
豊
町
バ
イ

オ
マ
ス
産
業
都
市
構
想
」
を
策
定

し
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に

発
展
さ
せ
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
活
用
に
よ
る
持
続
可
能
な
循
環
型

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

 ◆
「
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
事
業
」
は
、
環

境
を
良
く
す
る
た
め
の
取
組
み
で
す 

 

「
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
」
で
使
用
す
る

メ
タ
ン
発
酵
は
、
家
畜
排
せ
つ
物
を

嫌
気
状
態
（
酸
素
の
な
い
状
態
）
の

発
酵
槽
に
投
入
し
、
バ
イ
オ
ガ
ス
を

生
成
し
ま
す
。
全
て
密
閉
さ
れ
た
槽

で
行
う
た
め
、
肥
料
な
ど
に
す
る
場

合
と
異
な
り
、
臭
気
を
抑
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
環
境
を
改
善
す
る
た

め
の
取
り
組
み
で
す
。
原
料
と
な
る

家
畜
排
せ
つ
物
は
、
眺
山
地
内
の
家

畜
排
せ
つ
物
を
利
用
し
ま
す
。
事
業

は
、
法
令
に
基
づ
き
企
画
提
案
の

あ
っ
た
東
北
お
ひ
さ
ま
発
電
株
式
会

社
（
長
井
市
）
が
実
施
し
ま
す
。 

 
 

現
在
、
関
係
事
業
者
や
地
域
住

民
、
行
政
で
協
議
会
を
組
織
し
、
事

業
内
容
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
添
川
財
産
区
管
理
会
の
皆
さ
ま

や
眺
山
環
境
保
全
協
議
会
の
皆
さ
ま

に
も
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。 

  

息の合った演奏を

披露する音楽隊 

「千の風になって」 

をで歌声を披露する 

後藤幸平町長 

ふ
る
さ
と
だ
よ
り 

Ｆ
Ｒ
Ｏ
Ｍ
飯
豊
町 

下：地元関係団体へ 

  の説明の様子 

右：認定証授与式 

  での礒崎陽輔農 

  林水産副大臣と 

  後藤幸平町長 
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 もう60年も前になるが真冬の寒い日だった。

内容は記憶していないが高校の体育授業中、先

生が「タイミングの取り方」について説明して

いた最中だった。突然教室の天井から溶けかかった雪の

塊が先生の頭にバサッと落ちてきたのである。多分生徒

の誰かがいたずらに投げて天井に張り付いたものだろ

う。一瞬生徒全員は凍った様に静かになった。先生が怒

り出すのを待っている様だった。それに反応して先生は

「これぐらいの時間が丁度いい間合いである」と言って

平然と話を続けていた。生徒はドッと大笑いした。そし

てそれから生徒は真剣（真面目）に授業を受けた。私は

その時、ユーモアを混ぜた話のコツの大事さを教わった

と感じた。ＮＨＫの朝ドラ「わろてんか」は３月末で終

了した。「笑い」こそが、人生の苦しさや困難さを乗り

越える最良の手段であると教えられた。但し、このドラ

マは「笑い」を事業としたサクセスストーリーでもあ

る。私は今囲碁教室の指導員をしている。指導員といっ

てもうまいと言えるほどの技量ではない。「囲碁を覚え

たい」・「碁会所や同好会で打てる様になりたい」とい

う方が意外と多いので、そうした方々の思いに応えるた

めの指導員である。現在受講生は５５名で平均年齢７０

歳、一週間に一回２時間（講義と実戦）のペースであ

る。問題は講義（説明）である。理解させ覚えさせる説

明が必要である。いい説明しても次回の時は忘れている

ケースが多い。とするとより深く印象に残る説明あるい

は話法に工夫が必要となる。囲碁の学習は、単に知識を

覚えさせるのではなく、実戦に役立つ様に身に付けさせ

る事である。スポーツの訓練と同じである。 そこで私

は、高校生当時体育授業中の先生のユーモア的行為に感

銘し、説明に生かしている。笑い話や冗談、ダジャレな

どを手法として織り混ぜている。説明の重要部分の印象

を高めるのに効果的であり、居眠り防止策でもある。た

だ冗談は人を傷つけ易いから気を付けている。ダジャレ

は時間とタイミングが重要である。私は「冗談三秒」と

言っており、それ以上になると面白みがなくなる。いず

れにしても聞き手の人格人権の尊重が基本である。同時

に受講生を居眠りさせる話にならないよう自戒してい

る。 故里を離れて６０余年、この先どれぐらい生きら

れるかわからないが、身に付けた趣味を生かしながらこ

の地で少しでも人様の役に立てれば幸せである。 

幼き頃の想い出「川浚い」   渡部忠雄     (黒沢) 

笑いを生かす      佐原芳弘     (小白川) 

同級会さ～えぐべ～   高橋統一    (添川･松原) 

 私は農家で育ち、春は田植え、秋には稲

刈り等、勉強はそっちのけで過ごして来ま

した。そんな中でも懐かしい思い出が残っ

ています。 秋の稲刈りが終わり一段落した頃に川

原の川浚いです。一年間田んぼに水を導く、また、

田んぼからの排水等、稲作には絶対に欠かせない大

事な役割を担ってきた川原へのお礼と、また、「来

年も宜しく」との願いを込め農家の皆さんが、家族

総出で行う清掃の事です。 川原には、田んぼから

流れて来た泥や土手の方から生えてきた雑草、ま

た、水草など、中には流木等も、これらを全て除去

し、綺麗な川に甦らせる。その時川には、真鯉や

鮒、鯰、川エビなど様々な魚を捕らえる事ができ

た。鯉の中には３０㎝ほどの大物も（「何処かの家

から流れたんだべな」等と眺める人も）また鯰の中

には盥一巻きする程の物も捕らえる事が出来た。鯰

は川の流れが強く、水でえぐられた洞窟状の中に潜

んでおり網が中に入らない為、素手で捕まえるのに

大騒ぎ、捕らえた時には廻りの人達から大拍手が沸

き起こった。捕獲された魚類は川浚いに参加した各

家族で分け合い持ち帰りました。我が家では鯉は家

の池に放し、鯰は流水に一日流し泥を吐かせた後に

料理、食卓に上がった事が懐かしく思います。 私

が故郷を出た頃の小さな田んぼは、土地改良で大型

農機具が稼働出来る大きな姿に生まれ変わり、曲が

りくねった川原も、コンクリートで固められ頑丈な

造りとなり、幼き頃の思い出も今は昔話となりまし

た。 昨今、各農家では世界を相手に立ち向かうた

め、大変な努力を強いられておられる事と思います

が改革の波に流されず、益々の発展をお祈りするば

かりです。 

  随    想  

 厚生労働省は去る３月、７５歳以上の人

口が１，７７７万人、一年間の医療費が一

人当たり７９万３千円に上る事を発表しま

した。 私の廻りにも通院や入院している人がいま

す。幸いにも私自身大病する事もなく７５歳を迎

え、５０年以上も仕事が出来ることに感謝していま

す。 いま、一番の楽しみは日々の仕事と晩酌、そ

して東京飯豊会と同級会等で逢って会話することで

す。添川小・東部中学そして飯豊中学校第一回卒業

生（但し椿に登校せず）５３名の同級会を平成２８

年１１月１３日と１４日で関東在住幹事でホテル

ニュー塩原で開催し、夜も更けるのも忘れ、懇親、

カラオケで盛り上がりました。 今年はふるさと幹

事のお世話で赤湯の御殿守で１１月予定されていま

す。東京飯豊会の役員新野君、中村さんとは同級生

です。皆で総会に出席、二次会で同級会への参加を

確認したいと願っています。先ずは達者で再会、そ

して幼き頃の想い出、卒業後の６０年間の来し方、

これからのこと等々つきぬ語らいの一夜を今から楽

しみにしています。同級会さ～あえべ～楽しいぞ‼ 
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“そこに山があるから”  船山清成    (手ノ子) 

 私達は、59年前に椿小学校を卒業した、

年齢71歳の仲間です。卒業生は27名です

が、現在東京地区には男女3名の6名がお

り、年に1回のミニ同級会を行っておりま

す。この集いは40年間も続いており、初期の頃と比

べ仲間の顔ぶれや人数も変化してますが、今でも気

の置けない元気な仲間がいる事を大変幸せな事とお

互いに感謝してます。 集まれば「おらんだ・おめ

んだ」で喋り始め、瞬時に小学生の時代に戻りま

す。話題はその時の年代でいろいろですが、自身の

事や他の仲間・田舎の情報で話が盛り上がります。 

 当時の学校行事には「田植え休み」「稲刈り休

み」「茸（たけ）狩り休み」「いなご捕り休み」な

どがあり、今では考えられないユニークな行事の回

顧話に花を咲かせる事もしばしばです。「いなご捕

り休み」とは…当日朝から瓢(ふくべん)と木綿の袋

を持って田んぼに出ていなごを捕り、午後に登校し

て、捕ったいなごの重量を競いました。計量が終わ

ると順位がつけられ、上位者はみんなの前で表彰さ

れ鉛筆などの賞品が授与されました。稲作に農薬は

使われていないので、いなごは給食室で茹でられ食

材として東京方面に出荷されたようです。ちなみに

東京下町育ちの私の家内に聞くと、確かに子供の頃

にいなごの佃煮を食べた事があるそうです。 振り

返って思う事は、団塊の

世代の私達は、子供の頃

の貧しい時代から豊かな

現代に至るまでの大きな

変化の中で、様々な体験

をしながら生きてこれた

のは大変幸せな事であっ

たと思います。 

 県名（山形）の由来は定かではありませ

んが兎に角山の多い県である。生まれも育

ちも置賜地方、ご多分にもれず前も後も右

も左も山また山、朝日連峰・飯豊連峰・吾妻連峰・

蔵王連峰と眺めるにも登るにも事

欠かない、高校のインターハイで

吾妻連峰の縦走時に平地では経験

した事の無い程の濃い霧に見舞わ

れ難儀した。直ぐ横や前に立って

いる同級生や先生の姿は全く見え

ず声だけがたよりで相当長い時間身動きが出来ず、

とても恐い想いをしました。 翌年の夏休みには飯

豊連峰の縦走で進路予想がハズレ、台風２０号が直

撃雨風が強く吹き付け寝袋は雨びたしで一睡も出来

ず、ナベ・ヤカン等は吹き飛ばされ、

テントまでも飛ばされそうで大変恐い

想いをしました。こんな恐い想いをし

ながらでも山を見ると又登りたい気持

ちになる何故？ 
  “そこに山があるから”！   

小学校の同級生と共に   大冨 博    (椿) 

山を見ると…また行こう… 

同級会・2017年10月 

 私が丁度小学校四年生の時だったと思い

ますが、母の実家の叔父さんが来て「正

弘、今年から田植えの手伝いをしてくれ」

と頼みに見えました。当時私の実家は店をやってお

り農業はやっておりませんでしたが、母の実家は農

家だったので田植えの時期は猫の手も借りたい程忙

しかったのでしょう。丁度、大東亜戦争の終戦のと

しで（昭和二十年の夏）現在の様に機械化されたも

のではなく各農家にはべご（牛）二頭位は飼育して

おり田植えの時期になると労働力として田んぼの代

かきをしたものです。鼻管の所へ長い棒を固定させ

それを手に持って牛の誘導係と言った所でしょう

か、牛と一緒に田んぼの中を歩きながら誘導するそ

の役割を頼みに来たのでした。何しろ始めての手伝

いなので最初の頃は中々うまく行かず、牛も私をな

めているのか（小さいガキと思っているのか）同じ

所を何度も歩いては良く怒られたものでした。（三

日もすりや慣れて来ますが）当時は田植えの時期、

稲刈りの時期は（農繁期は学校も休みになってお

り・十日間位）私も小学校四年生から数年お手伝い

が当たり前と言う記憶があり懐かしく思い出されま

す。 現在は機械化されこんな風景は見られなくな

りました。当時の田植えは部落総動員でお互い手伝

いに行ったり、また手伝いされたりと言う事で一週

間か十日間位は忙しかったので、子供まで駆り出さ

れ手伝いをさせられたものです。忙しい田植えが終

わると各農家では「サナブリ」と言う、今で言う打

ち上げ式でしょうか、ご馳走を作って田植えにかか

わった人全員で宴会を開き今までの苦労を忘れる事

で、また、これが楽しみで田植え期間中一生懸命牛

の誘導係を務めた事でした。今では思い出となりま

したが、もう一度あの頃に戻れないものかと思う今

日この頃です「サナブリ」懐かしい言葉で、昔の行

事は子供も一人前に見てくれるのですし、当時は人

も動物も現代の様に何でも機

械化され人と人との味、社会

と社会の味と言う事が薄れて

来ているんじゃないかと思わ

れますが余計当時の事が懐か

しく思うこの頃です。 

代かきの思い出      高橋正弘    (高峰) 
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故郷を離れ、早、42年の月日が流れまし

た。幼少期(中学生まで)、飯豊の山々に囲

まれた中津川の大自然の中で新鮮な空気と

山菜に育てられ、いつも、鼻を垂らしホッペを赤く

して野山を駆け回っていたのが、つい最近のように

想われます。過疎化も進み人口が減少した、そんな

中で、私の同級生も郷土を愛し、この地で生活し、

頑張って生きています。また、故郷の活性化に向け

て試行錯誤されているとのこと。 去年の7月に飯

豊の同級生から久しぶりの電話、同級生でラインを

組みたいとの事「いいよ」の一言で、あっという間

に20人（私のクラスは、1クラス40人）

県内外の同級生と中学生に戻ってライ

ンのやり取り、42年ぶりに話をした時

は、涙腺が緩みっぱなしでした。懐か

しい故郷の話で盛り上がりました。飯

豊の将来についても、熱い論議が交わ

されました。お陰様で、関東地区の同

級生を集めてプチ同級会も実施できました。ライン

を組んで、3ヶ月が過ぎましたが、今でも毎日、皆

でラインでの情報交換をしております。中学校を卒

業してから会っていないのに、毎日のラインを通し

て会話をすることで、42年の空白間がありません。

ラインを開設してくれた飯豊の同級生に感謝です。

毎日、朝の挨拶から始まり、飯豊山や街の風景、郷

土のお祭り、花火大会、食べ物グルメなどの写メや

動画、故郷に関する事が何でもリアルタイムで教え

てくれるので、嬉しく思うと共に感謝の気持ちで

いっぱいです。また、仕事で海外に出張した同級生

からは、海外からの情報が送られてきます。いつし

か私達のラインは、国際的になってしまいました。

近代の発展のお陰で私達の同級生の和、友情、絆が

益々深まりつつあります。目標は、同

級生全員とライン接続です。 中津川

の素晴らしい地域の人々に出会い、育

てられ、素晴らしい同級生を持てた事

に感謝し、これからも、飯豊町出身と

して誇りを持ち、堂々と胸を張ってい

きたいと思います。今、57歳、年齢と

共に郷土を愛する気持ちも深くなってきた昨今、故

郷を想い、愛し、故郷の発展を祈願しております。 

ラインが結んだ郷土愛    織田和弥    (中津川) 

小学校中学校同窓会に参加して 錦織明美(旧姓・曳地) (中)  

同級会に参加して     国分秀高    (萩生) 

 11月19~20日、飯豊中部中学校の同級会

を鬼怒川温泉で行われました。参加者は山

形・東京近辺から30名・恩師1

名でした。 3年ぶりの再会で、75・76

歳の年齢となり、お互い健康面では1年1

年が勝負であり先のことはわからなくな

り、「会えただけで・会えるだけで」嬉

しい気持ちになりました。宴会が始ま

り、昔話しに花が咲き中学生時代を思い

出し走馬灯の様に駆け巡りました。そして、カラオ

ケ・余興では幹事さんによる安木節“ドジョウすく

い”を踊ってくださり場を盛り上げてく

れました。話も途切れることなく時の立

つのを忘れていました。季節料理もおい

しくお酒もすすみました。とても楽しい

ひとときを過ごせました。幹事さん一同

に感謝いっぱいです。 

 現在63歳ですが、平成25年10月に飯豊中

学校同窓会に参加しました。面影がある

人、たまに東京で逢っている人や、懐かし

く夜はいろんな話をして料理や山形の漬け物のレシ

ピを教えてもらったり、楽しかったですね。それか

ら元気でいるうちは毎年クラス会をする約束をしま

した。平成27年には中学校の同窓会を東京でする事

になり一ケ月に一回、二回とこちらに居る人達で集

まり、準備していただきました。10月に山形からも

参加していただきました。 浅草、スカイツリー、

皇居、レインボーブリッジと廻りお台場の大江戸温

泉物語に宿泊楽しかった様子でした。 私は左足を

骨折してしまい参加できませんでしたが、その後も

東京に居る人達と食事に参加させていただき、同級

生はいいですね。 

東京飯豊会 大芋煮会開催決定‼ 
期日:2018年10月28日（日） 午前11時～午後２時 

場所:秋川橋河川公園バーベキューランド 

 ・所在地 :あきる野市留原831 TEL 042-596-5122 

    ・最寄り駅:JR五日市線 武蔵五日市駅 下車徒歩8分 

共催:飯豊町、JA山形おきたま 

武蔵五日市駅 

秋川橋 

秋川 バーベキューランド 

★ お詫びと訂正 前15号広告掲載 “エルベ” 営業時間の文字が逆さに成り申し訳ございませんでした。 
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 皆さん今日は。東京飯豊会会長として一言ご挨

拶を申し上げます。先ほど桜の木が無事に大きく

なりますようにと植樹祭の神事が無事に行われま

した。 第一小学校の第47回創立記念式典大変お

めでとうございました。さて、2年前に私がこの校

舎を通りかかった時には新校舎が建築中でした。

グランド側の土手には古い桜の木が何本かあって

枯木も目立っていました。新校舎が出来た時には

生徒たちに桜の苗木を植えて、将来小学生たちの

良い思い出になるように是非桜を寄贈して植樹し

てあげたいと思い至りました。 私の小学校は中

津川小学校で校庭には4月の終わりごろ何本もの見

事な桜が咲いて、古い校舎と始業を告げる鐘を鳴

らしながら酔っぱらった小遣いさんの怒鳴り声、

これらマイナスのイメージをかき消すように、今

も良い思い出として鮮明に記憶に残っておりま

す。この植樹は東京飯豊会第55周年記念事業とし

て、大勢の会員からの寄付で実現したものです。

どうぞ小学生の皆さん大事に育ててください。こ

のさくらは伊藤造園様に植えて頂きました。また

記念碑は国分石材様に作っていただきました。大

変ありがとうございました。また、後藤町長はじ

め関係の皆様には、お忙しいところご出席頂き誠

に有難うございました。また、東京飯豊会の方々

も遠くから来て桜の無事を祈願していただき誠に

有難うございました。厚く御礼を申し上げます。 

植樹祭ご挨拶  東京飯豊会会長  山口弘二  2017年11月1日 

  桜植樹記念式典 

 2016年、東京飯豊会発足55周年を記念し、町との

交流の証しとして桜の苗木の寄贈目録が総会の席

上、後藤町長へ手渡された。 植樹の場所として建

設が進められていた、町立第一小学校に決定を見ま

した。町長後藤様、教育長熊野様、前校長山川様、

校長菅原様、前教育総務課佐藤様、教育総務課学校

教育振興室室長安部様等々のお世話と重なるお骨折

りを頂きました事に感謝を申し上げます。施工者と

して、(株）伊藤造園土木代表取締役伊藤様、(株）

国分石材代表取締役国分様、苗木調達に当たって頂

いた会員の方々に対し、限られた予算の中でのご協

力を誌上をお借りし御礼を申し上げます。 2017年

11月1日、創立記念式典に併せ植樹祭・植樹式を行

う事になった。東京飯豊会として15名（一般会員2

名）の参加を得て、マイクロバスでしらさぎ荘へ入

泊した。前夜の交流では副町長島貫様、教育長熊野

様、校長菅原様の訪問を受け、ふるさとに来た事を

時を忘れ皆で噛みしめたものであった。 翌11月1

日には前日までの悪天候が止み創立記念式典終了後

に校舎の西側駐車場に於いて、西山宮司様より、植

樹祭が執り行われた。続いて、石碑の除幕式、記念

植樹が各代表によって行われた。 児童からのお礼

の言葉を5年・渡部紗菜さんからしっかりした口調

で（原稿を見ないで）述べられました。今の子供達

は私達の頃とは違いたいしたもんだなあと感心しま

した。その後全校児童154名による手スコップの土

かけ植樹を行いました。21世紀を担う児童達が21本

の桜木に囲まれ、共に生育して行く事を願い、来る

日に開花する事を念じながら安心して帰途に着きま

した。 

桜植樹の記 新野孝司 幹事長 

玉串拝礼の儀…！ 

 児童代表・お礼の言葉…渡部紗菜さん 

会
長
挨
拶 

記念碑公開 

 献饌の儀 
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車窓から 

桜植樹記念式典へ! いざ関東から 

皆さんバスに乗られましたか 

 

参加記念・ご苦労様でした 

カラオケをしながら青空の向こう! 飯豊へ!! 

創立記念式典・列席 

原木から採れる キノコは最高～～ 

よ
う
こ
そ
・
め
ざ
み
の
里
へ 

 
 
 

自
慢
の
果
物
に
キ
ノ
コ
… 

この時期の代表格/ラ・フランス 

創立記念式典 

 

ス
ワ
ン
パ
ー
ク
で 

 
 
 

桜
苗
木
補
植
を
視
察 

 2017年11月1日、桜植樹祭が行われる。東京飯豊会では、飯豊町立第一小学校に桜苗木を寄贈する為、

会員の皆様のご賛同とご協力で実行する事が出来ました。後世に残る生徒達の思い出になってほしいと

願っております。尚、出席者は後藤町長をはじめ町関係者10名、菅原校長はじめ生徒達約155名、東京飯

豊会より山口会長含め15名、西山宮司のお払いで神事がおごそかに行われました。記伊藤 
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 第 一 小 学 校 か ら お 礼 の お て が み            

 11月1日、とうきょういいで会のみな

さんからいただいたさくらの木をうえま

した。うえた時、毎年きれいにさくとい

いなと思いました。とうきょういいで会の人は、

とうきょうにすんでいてもいいでのことを考えて

くれて、すごいと思いました。 わたしは、しょ

うらい、どうぶつびょういんのおいしゃさんにな

りたいので、今かっているねこのおせわとべん強

をがんばります。 

さくらの木さん、見まもっていてね。 

 東京飯豊会のみなさん、二十一本の桜

の木をいただき、ありがとうございまし

た。ぼくは、木を植えている時、新しい

校しゃのまわりにさくらの花がさいている様子を思

いうかべて、とてもうれしくなりました。来年の春

には、ぼくの妹も小学生になります。友だちや妹と

いっしょにさくらを見るのが楽しみで、春がまちど

おしいです。東京飯豊会のみなさんとも見てみたい

です。今度、大きくなったさくらの木を、ぜひ見に

おいでください。  

 ぼくは、これまで小さな桜の木を見た

ことがありませんでした。その細さに

びっくりしましたが、これからしっかり

育って、大きくきれいな花を咲かせてほ

しいと思いました。 ぼくの将来の夢は、まだ

はっきりとは決まっていませんが、今スポ少で野

球を習っているので、プロ野球選手になれたらい

いなと思っています。そのために、練習を休まな

いのはもちろん、たくさん自主練をして強い体を

作り、夢に近づきたいと思います。また、自然が

いっぱいで食べ物がおいしい飯豊町が好きです。

それから、地域のお祭りも大好きです。大人に

なったら、自分も参加して町をもりあげていきた

いと思います。 東京飯豊会のみなさん、ぼく達

が植えた桜を、毎年、春に見にきてください。二

十一本の桜を大事に育てて、第一小学校の自慢、

飯豊町の誇りにできるようにしていきたいと思い

ます。きちょうな体験をさせていただき、本当に

ありがとうございました。 

 

 11月1日、桜の記念植樹式がありました。 

お父さんに、その桜の木のことを聞く

と、「東京飯豊会の方々が、二十一世紀に生きる飯

豊町の子ども達の未来が輝かしいものになるよう願

いをこめて、くださったのだよ。」と教えてくれま

した。 私は、その話を聞いて、「東京に働きに

行った方でも、ふるさとを想う気持ちはいっしょな

んだなあ。」と、なんだか心があたたかくなりまし

た。 私は飯豊町が大好きです。日本一美しい村に

選ばれたように、景色がとてもきれいで、中でも、

ゆり園の展望台から見る散居集落は、私のお気に入

りの風景です。食べ物もおいしくて、学校で食べて

いる給食は、飯豊でとれた物をたくさん使っている

ので味は最高です。このきれいな景色、おいしい食

べ物を、これからずっと大切にしていきたいと思い

ます。そして、東京飯豊会の方々の想いのこもった

桜の木を、これからもずっとずっと大切に見守り、

心をこめて育てていきたいと思います。  

国分なつね さん ６年 

 記念植樹式の前日、東京飯豊会の皆様

との親睦の席に、私も参加させていただ

きました。初対面とは思えぬ温かさと和

やかさで、あっという間に時が過ぎました。随所に

伺い知ることのできたふるさとへの想いは、まさに

慈悲深く、幸せな気持ちに包みこまれました…。こ

のたびは、桜の苗木をご寄贈くださり、心より感謝

し、厚く御礼申し上げます。本校は、平成二十八年

十一月に新校舎が完成しました。子ども達を強い西

風から守る流線形の外観、萩生財産区の杉材を使用

した豊潤な香りを放つ内装等、次代を担う金の卵達

を育成するのに最適な、すばらしい環境です。今年

度は、その校舎にいのちを吹き込むべく、校是「美

しい心 丈夫な体」の体現をめざし、心を一つにが

んばっておりました。そこに、東京飯豊会様よりの

吉報入り最高のご褒美！と感激したところです。植

樹はどの子も丹精こめて行いました。将来の自分に

重ねて大事に土をかけました。やがて、日本一美し

い田園散居集落風景に、本校の近代的校舎が映え、

桜花爛漫の季節には二十一本のソメイヨシノが見事

に咲き誇るのです。その景観は、二十一世紀の夢と

希望の象徴として、子ども達はもちろん、ふるさと

に住む人・訪れる人すべての心を、豊かに潤してく

れるでしょう。「桜のように のびゆけ 飯豊の 

友よ 母校よ」と記念碑に刻まれた如く、皆様の想

いを大切に、めんごい子どもとすてきな桜とともに

成長し続けることをお誓いいたします。 

「二十一世紀の道標として」    飯豊町立第一小学校 校長 菅原 透 

渡部琉碧 くん ５年 

とみなが れあ さん ２年 
手塚瑛大 くん  ３年 
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記念碑除幕式…会長/町長/児童代表 
代表による… 鍬入れ式… 

元気な挨拶は一日の始まり      田邉俊彦    (小白川) 

昨年11月1日、桜植樹記念式典に参加する

事になりました、小白川出身の田邉です。

晩秋の飯豊地方に、総会から2ヶ月早々に

も、また皆さんに会えるんだな～とワクワクしなが

ら、東京駅よりバスに乗り込み、挨拶もそこそこに

飲み物やおつまみを配られ、車内では近況報告やカ

ラオケ等をしながら盛り上がり…、福島・米沢と北

上し、道の駅（めざみの里）を経由して、夕方18時

頃“しらさぎ荘”に到着、副会長の新野さんが笑顔

で出迎えてくれました。前夜祭には

後藤町長・第一小学校の菅原校長も

同席され、明日の予定を始め町内や

小学校の近況などの話題で大いに盛

り上がりました。 翌日は９時30分

より第一小学校の創立記念式典に出

席、体育館では全校生徒による「お

はようございます。ようこそ第一小学校」へと元気

な挨拶、校歌斉唱・来賓挨拶と進み終了となる。 

式典までの間、校内を見学中逢う生徒達の元気な

挨拶にこちらも元気をもらいました。都会では最

近、核家族化の影響やスマホ、ライン等の普及で満

足にコミュニケーションが取れない子供達が多いと

耳にしますが、ここ飯豊地方では自分等が小学生の

昭和40年代の良さを久しぶりに味わえました。 特

に植樹祭での児童代表でお礼を述べられた、５年生

の渡部紗菜さんは良かったです。私は４年生の頃は

中々話せなかったから…ハイ！、 児童達から元気

をもらった後は農家レストラン「エルベ」にて昼食

タイム、ここでは後藤町長より紅白

ボトルワインの差し入れをして戴

き、大いに飲んで食べてのランチタ

イムと相成りました。 関連行事が

終わりバスは一路東京へと向かい19

時30分ごろ東京メトロ（後楽園駅）

前に到着、あっという間の楽しいふ

るさと紀行でした。 最後に集合時間に間に合わ

ず、東京駅までバスを配車して戴き誠に有難うござ

いました。 

記念植樹・児童たちの心に残る事でしょう 

今
年
、
き
れ
い
に 

 
 

咲
ま
し
た 

 

ま
た
見
に
来
て
ね 

2018年 春 

笑顔がいいね 



10 

 

              
第56回、東京飯豊会総会及び懇親会が、2017年９月24日（日）、日暮里ラングウッドにて総勢約130名

出席の中、飯豊町より町長を始め来賓をお招きして開催されました。小川副会長の司会進行で始まり、

その後、お楽しみは柳家紫文と東京ガールズ「三味線演奏」と大木あつし（日本クラウン）をお招きし

て楽しい芸能を披露して頂きました。また、毎年行われるお楽しみ抽選会で大いに盛り上がり、当たり

が出る度に歓声が上がり楽しい一日でした。今年も無事に済んだ事にホットしました。（記 深瀬） 

会長挨拶・会員の皆様 

      よくござったな!! 

会長より：名誉職任命式!! 

 町長挨拶・会員の皆様 

      桜苗木・有難う!! 

乾杯!!音頭  後藤議長 

一
部
：
司
会
進
行 

 
 
 
 

小
川
さ
ん 

 ★抽選券の配布…‼  ♥当ります様に‼ 

 朝礼・万全を期して当りましょう!! 

総会写真の続きは次ページへ➡ 

～盛況の出張直売風景～ 
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 皆様、お変わりありませんか。お元気で

お過ごしのことと存じます。日頃より数々

のふるさと応援事業を実施していただき心

より感謝申し上げます。 今年の冬は、椿地区の

測定で最高積雪深は2メートルを超えました。屋根

の雪下ろしや吹雪の道路など本当に大変だと思う

反面、一転して青空が広がったときの雪原の美し

さやダイヤモンドダストが舞い散る木々の風景、

ヤマメの寒風干しを肴に雪見酒を楽しむ時などは

雪国の醍醐味に感激します。なによりも田んぼに

フキノトウが顔を出し、梅や桜のつぼみが膨らむ

季節を迎えた時のよろこびは格別です。 飯豊町

の新年度はそんな季節に始まります。平成30年度

はいくつかの特色ある事業を予定しています。一

つは山形大学発の大きなベンチャー企業がスター

トする計画です。高性能電池の開発企業です。も

う一つは画期的な住宅団地が二つ具体化します。

また家畜排せつ物から電気をおこす事業に民間企

業が挑戦します。そのほか「屋台村」の開店、古

民家改装などによる「いいで村を創ろうプロジェ

クト」などに取り組みます。おかげさまで、飯豊

町は今年、町制施行60周年を迎えます。 昨年の

総会で東京飯豊会の名誉会長に就任し、飯豊を包

み込む郷土愛を深く感じながら、皆様とともに記

念の年をお祝いし、さらに活力あふれるまちとな

りますよう志を新たにしています。 

東京飯豊会の皆様には、お健やかにお過ご

しのこととご推察申し上げます。昨年より

飯豊町議会議長の立場で名誉顧問を仰せつ

かりました。東京飯豊会は発足以来５６年を迎え

られ、諸先輩の方々が築いてこられた歴史と伝統

に敬意を表しますとともに、離れた場所にいて

も、いつも『ふるさと飯豊』のことを応援して下

さる皆様に心より感謝申し上げます。 里帰りバ

スツアーをはじめ年間を通して様々なイベントを

企画され多くの会員の皆様にご来町いただいてお

ります。 本町は今年、町制施行６０周年を迎え

ます。様々な催し物を企画していますので『ふる

さと飯豊』に是非、足を運んで下さるようご案内

申し上げ、会員の皆さまのご健康とご活躍、会の

今後益々のご発展をご祈念申し上げます。 

名誉職就任挨拶 

東京飯豊会名誉会長・飯豊町長 後藤幸平 

東京飯豊会名誉顧問・飯豊町町議会議長 後藤惠一郎 

大木あつしさんと 

 うちわを持った親衛隊 

柳
家
紫
文
と
東
京
ガ
ー
ル
ズ 

いませんか・・? 

町長賞：議会より念入りに 町長賞…授与 

賞品・色々と… 

    あるよ!!!!!! 

総会写真の続きは次ページへ➡ 

大
木
あ
つ
し 

もみじ賞でピース 

 
 

・
中
村
さ
ん 

二
部
：
司
会
進
行 

当たった おめでとう 
会
長
賞
・
大
当
た
り
… 
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総会写真の続きは次ページへ➡ 

手ノ子地区の皆さん 

中地区の皆さん 

椿地区の皆さん 

高峰地区の皆さん 

小白川地区の皆さん 

黒沢地区の皆さん 

添川松原地区の皆さん 
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 ※印 既出    

  役職 氏名 職務補足 電話番号 

1 名誉会長 後藤 幸平 飯豊町長   

2 名誉顧問 後藤恵一郎 飯豊町議会議長   

3 相談役 樋口 昭二   0424-83-2028 

4 顧問 高橋 正孝   043-278-5229 

5 顧問 手塚  久雄   048-728-6406 

6 顧問 川合かよ子   03-3785-4831 

7 顧問 渡部  隆 組織部長補佐 090-8818-4976 

8 会 長 山口 弘二   042-994-1305 

9 副会長  国分 秀高 事務局担当 03-3411-1225 

10 副会長 鈴木伊勢夫 組織部担当 03-3713-8234 

11 副会長 佐藤 包子 企画部担当 03-3936-5060 

12 副会長 佐原 利博 事務局担当 044-599-1581 

13 副会長 新野 孝司 幹事長 045-481-4554 

14 副会長 志田 義雄 事務局長 049-244-3940 

15 副会長 小川 悦男 企画担当部長 042-421-7824 

16 副会長 渡部 志郎 会計部長 049-284-6737 

17 副会長 井上 和雄 広報担当部長 042-551-0222 

18 副会長 山口美恵子 事局資料保管 03-3812-5602 

※ 幹事長 新野 孝司   045-481-4554 

19 副幹事長 志田 幸次   042-644-1847 

20 企画部長 織田 英昭   048-542-9649 

21 企画部 中村 美寿   03-3982-0901 

22 企画部 竹田 輝夫   090-3472-1052 

  役職 氏名 職務補足 電話番号 

※ 事務局長 志田 義雄   049-244-3940 

23 事務局次長 佐藤  剛   029-873-0740 

24 事務局次長 深瀬 忠次 組織部長兼務 03-3472-5289 

※ 事務局 山口美恵子   03-3812-5602 

25 事務局 清野 育朗   04-2954-7861 

※ 会計部長 渡部 志郎   049-284-6737 

26 会計部 島田 栄子   03-3737-5930 

27 会計部 今村ひろ子   0297-83-5124 

28 広報部長 伊藤  茂   042-754-3996 

29 広報副部長 鈴木 清子   090-9239-2821 

※１ 広報部 深瀬 忠次 組部長兼事局次長 03-3472-5289 

※ 組織部長 深瀬 忠次 添川地区責任者 03-3472-5289 

※ 組織部 国分 秀高 萩生地区責任者 03-3411-1225 

※ 組織部 竹田 輝夫 手の子地区責任者 090-3472-1052 

※ 組織部 織田 英昭 中津川地区責任者 048-542-9649 

※ 組織部 小川 悦男 椿地区責任者 042-421-7824 

※ 組織部 佐藤  剛 高峯地区責任者 029-873-0740 

※ 組織部 鈴木伊勢夫 小白川地区責任者 03-3713-8234 

※ 組織部 渡部 志郎 中地区責任者 049-284-6737 

※ 組織部 井上 和雄 黒沢地区責任者 042-551-0222 

※ 会計監査 川合かよ子   03-3785-4831 

※ 会計監査 山口美恵子   03-3812-5602 

30 幹事 長岡 正市   090-2329-9663 

31 幹事 吉田 キヌヨ   048-862-2484 

32 幹事 池田おさだ   03-3620-7128 

33 幹事 中澤  サタ   03-3608-4472 

総会写真の続きは次ページへ➡ 

萩生地区の皆さん 

中津川地区の皆さん 

  東京飯豊会役職表 
2018.4.1現在 

⑱山口美恵子 

  ・事局資料保管→事務局資料保管担当 

※1深瀬忠次 

  ・組部長兼事局次長→組織部長兼事務 

     局次長  
(

注
釈)
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 [黒沢] ＊井上和雄 梅津勝美 大村礼子 菅野由佳 蒲谷春夫 小林 秀 佐藤善吉 佐藤善治 

13 鈴木美佐子 舘石芳美 手塚照代 中根友利子 渡部忠雄       

[小白川] ＊池田おさだ 菊地 守 ＊佐藤包子 佐藤七助 ＊佐原利博 佐原芳弘 ＊鈴木伊勢夫 高橋八郎 

14 田辺 淳 田辺俊彦 為藤よしゑ 千葉マサヨ 舟山睦男 渡部金次郎    

[添川松原] 芦川裕子 安部正良 荒木ふじ子 伊藤憲子 井上秀雄 遠藤悠紀子 遠藤一夫 岡安弘子 

34 奥澤とし子 勝見俊秀 金原ちゑ子 小関寿枝 小松勇吉 斉藤 勝 佐藤よね子 島田四郎 

  清水和子 庄子良子 高橋はま子 田中とし子 田辺壽造 田辺文夫 ＊中村美寿 ＊新野孝司 

  新野善行 二瓶秀明 二瓶文夫 早野礼子 深澤好子 ＊深瀬忠次 古瀬完治 森 博子 

  山水まさ 渡部正一             

 [高峰] 伊藤正光 ＊今村ひろ子 尾形美代子 小川藤吉 栗城寿子 ＊佐藤 剛 ＊鈴木清子 鈴木浩昭 

14 高橋正弘 星 キヨ子 本間 元 本間昭二 山本エイ子 横山文男    

 [ 椿 ] 青木静枝 井上博司 上原三男 太田千代子 大冨真吾 大富 博 岡 文子 ＊小川悦男 

18 片野英子 加藤文雄 北原重行 小林まち 塩田信子 ＊志田幸次 ＊志田義雄 鈴木高広 

  ＊中澤 サタ 長沼富雄             

[手ノ子] 青木久勝 池田典子 奥山俊昭 奥山保弘 勝山恭子 ＊川合かよ子 佐山次夫 ＊島田栄子 

15 *竹田輝夫 舟山清成 舟山好一 舟山繁勝 村澤保子 横山ユウ子 渡部昭雄   

[ 中 ] 青木勝美 青木ｼｹﾞ子 朝倉 健 位下和子 川村 博 菅野清房 菅野義徳 木村勝夫 

31 今野輝子 篠原五郎次 嶋貫勝利 島貫日出子 嶋貫 浩 島貫正十三 鈴木梅子 鈴木孝造 

  鈴木昭作 関 秀昭 高橋英子 田所昌子 *長岡正市 長岡信司 長岡俊昭 新留静子 

  錦織明美 野原致子 福島ミヨ子 峯田有一 若林敬一 ＊渡部志郎 渡部清三   

[中津川] ＊伊藤 茂 伊藤孝実 伊藤孝義 伊藤敏次 井上啓助 大沼みちる 岡 晴夫 織田和弥 

25 ＊織田英昭 小田切和広 後藤篤志 後藤昭輔 古藤光康 近藤和子 ＊鈴木学 ＊高橋正孝 

  中善寺良幸 三田美保子 峯岸浩夫 ＊宮城慶吾 山口 清 ＊山口弘二 山口哲男 渡部克己 

  渡辺常雄         

[萩生] 五十嵐ヨシ子 伊藤正雄 浮谷栄子 宇津木吉美 宇津木秀三 梅津文蔵 海老沢真砂子 大木満子 

38 岡野芳子 小野寺瑠璃子 嘉藤六郎 菅 利夫 菊地 清 木村 清 木村信子 清野育朗 

  組谷信子 ＊国分秀高 後藤勝英 後藤勝男 後藤節子 小林 スイ 佐藤豊子 白幡行夫 

  色摩建男 嶋貫富士雄 関 久三 高橋みつ 田口朋子 谷口秀子 *手塚久雄 手塚久良 

  那須キヨ子 樋口 孝 森田希世 ＊山口美恵子 山田正子 渡部 とく     

[協賛] 近藤郁子         

1                 

203 ＊印 地区役員       

 2017年度  年会費納入者ご芳名(敬称略)     2017年12月31日 

役員一同…今年もお疲れさん 

閉
会
の
辞 

万歳三唱 

総会写真はここまで。 

みんなで…ふるさと 

 ♪♪♪♪  大合唱 
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   2018年2月4日 監査の結果、適正かつ良好に処理されている事を認めます 

                                山口美恵子  印 

                                川合かよこ  印 

・山口弘二       ・国分秀高 

・高橋正孝       ・佐原利博 

・織田英昭       ・鈴木伊勢夫 

・伊藤 茂       ・川合かよ子 

・中村美寿       ・JA置賜 手塚康博 

・JA置賜 大友雅彦   ・関東致芳会 當麻 蓁 
 ・関東致芳会 横山邦雄   ・ようざんろーど 高橋栄次 

 2017年(Ｈ29）                2017年１月1日～12月31日 

     (役員会及び行事実施内容) 

   2月５日  役員会  総会イベント検討        （友好団体総会参加）    

   4月２日  役員会  総会イベント決定・会計報告   5月21日 東京川西会           

   6月11日  役員会  名簿チェック総会素案検討    9月23日 東京南陽会 

   8月６日  役員会  総会案内状発送          11月12日 関東致芳会  

   9月24日  第56回東京飯豊会総会              

    10月１日  役員会  芋煮会案内状発送 

    10月31～1日  第一小学校植樹祭 

    12月３日  八役会  年間行事詳細確認 

    12月３日  役員会  植樹祭反省会 

    ※10月29日、予定の芋煮会は悪天候のため中止 

第56回総会寄付者ご芳名  (敬称略・順不同にてご芳名） 

会務報告 

会計報告 

桜木協賛基金 

会計監査報告 

♥お楽しみ抽選会・総会に多数の参加待ってます 

2017年１月1日～12月31日 

収入の部   支出の部 （単位：円） 

   項    目 金  額       項     目 金  額 

前期繰越金 566,793    56回総会関連費用 1,322,824  

第56回総会会費 993,000    芋煮会関連費用 93,024  

会員年会費 (202名)  303,000    ファンくらぶ、式典、植樹祭等 235,332  

総会寄付金  105,000    会報印刷発行関係等費用  121,950  

広告掲載料（16社） 170,000    通信、発送費 36,432  

芋煮会会費 156,000    渉外、事務諸経費 92,682  

町補助金（2期分） 600,000    桜基金補填額 206,445  

預金利子 5    次期繰越金 785,109  

   合    計 2,893,798           合    計 2,893,798  

収入の部   支出の部  

   項   目    金  額         項    目 金  額 

前期繰越金 365,355    植樹、メンテ費用 259,200  

苗木代（ようざんろーど負担分） 25,000    植樹記念碑 100,000  

補填額（一般会計より） 206,445    補植、メンテ費用 82,080  

      桜苗木費用 155,520  

   合   計 596,800       合    計 596,800  
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第1条 名 称     本会は東京飯豊会と称する。 

第2条 会員資格   本会は山形県飯豊町出身者で、東京および東京近県内に居住する者で組織する。 

               また、町長ならびに町議会議長、出身者の縁故者で役員の推薦を受け、役員会で承認された者 

第3条 目 的    本会は会員の親睦と郷里との交流等に関する事業を行い、これらを通じて互助共栄を図る               

ことを目的とする。  

第4条 会 費     会員は会の維持費として、一家族当り年間1500円の会費を納入するものとする。 

               ただし、町長ならびに町議会議長は会費は免除とする。 

               本会の運営費は会費、事業収入（含広告収入）寄附金およびその他の収入をもってこれに当てる。 

第5条 役 員     本会は下記の役員をおく。   

               会長     1名    副会長   若干名   幹事長   1名    副幹事長   若干名 

               事務局長  1名   事務局次長  1名  企画部長  1名  組織部長 1名 広報部長 1名 

               広報副部長  1名  若干名   会計部長  1名  会計  若干名  会計監査  2名 

               幹事   若干名 

第6条  役員選出    会長の選出は役員会が行い、その他の役員は会長が任命する。役員の任期は２年とし、 

                  再任を妨げない。役員は任期終了後でも後任者の就任までその任にあたるものとする。 

第7条 役員の任務 

 １．会長は本会を代表して会務を総括する。副会長は会長を補佐する。 

 ２．幹事長は会長の指示により役員会を召集し、会務を役員会に諮り、実務を具体化する。 

副幹事長は幹事長を補佐する。以下の役員及び幹事は実務を担当する。 

 ３．事務局長は立案された会務を幹事長と協力し、事務全般を行う。 

 ４．企画部長は事業を行うための企画を立案し、役員会に諮る。 

 ５．組織部長は会員の維持・拡充を行うための企画を立案し、役員会に諮る 

 ６．広報部長は広報に関し、広報活動の充実に向けて企画を立案し、役員会に諮る。 

   会報の発行、事業の広報に関する実務を総括する。広報副部長は広報部長を補佐する。 

  ７．会計部長は会費の徴収、所轄部署提案にもとづき、予算（案）の取り纏め及び事業費の 

   収支を行う。 

    並びに財務等の実務を総括し、会計報告を役員会に報告。決算報告を総会において行う。  

 ８．会計監査は会計及び財務について監査し役員会及び総会に報告する。 

第8条 特別役員   本会に名誉会長、最高顧問、名誉顧問、顧問、相談役をおくことができる。 

               名誉会長は飯豊町長、名誉顧問は町議会議長として置く。 

               最高顧問、顧問、相談役は役員会の議決を得て会長が委嘱する。 

第9条 総 会       本会の総会は年１回開き、会計、人事、事業等運営に関する事項を報告する。 

第10条 会計年度   会計年度は１月１日～１２月３１日までとする。 

第11条 会運営       本会の運営は会の目的遂行のための事案を、八役会、会長の招集する役員会にて協議し決定する。 

第12条 八役会       本会の運営は八役会にて立案し、役員会において決定することができる。 

               八役会は会長、副会長、幹事長、事務局長、企画部長、組織部長、広報部長、会計部長にて 

               構成する。 

第13条 顕彰・慶弔  役員会は本会のために多大な貢献したと認められる会員、個人、団体を顕彰、見舞い、慶弔すること 

               が出来る。 

第14条 禁止行為   本会組織を利用して宗教・政治・個人営利目的の活動を禁止する。また本会の目的、主旨に反する 

               行為を禁止する。これに反する者は退会させることが出来る。 

第15条 届 出        会員はその住所、氏名を本会事務局に通知することを義務とする。その後の変更時は遅滞なく 

                通知するものとする。 

第16条 委 任       会則に定めない事項及び運営上必要な事項は、内規に定める。 

第17条 規約改正   本会則の改正は役員会の議決を経て、これを決する。 

第18条 事務局      本会の事務局は事務局長方に置く。 

 

付 則         １. 本会は１年に１回会報を発行する       

                   ２．会則発行  平成１５年１月１日 

           ３. 会則改訂  平成21年1月 1日 

            4. 会則改訂  平成27年6月 7日 

            5. 会則改訂   平成29年6月11日 

   

 

東京飯豊会会則 
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楽・健・長
らっ・けん・ちょう

 
! ! ! 

! ! !  

 皆さんこんにちは、私は上京して半世紀

を迎える今、埼玉県の田舎町に住み、以前

から続けているスーパーでの仕事をボケ防

止の為に頑張っています。 レジをして脳トレ、こ

のレジスターは古くから使われている物なので、指

で商品の金額を打ち込むのです、また、商品を出し

入れをする時は、重い物を持ち運びするので筋トレ

になるのかな？と思っています。足・腰を鍛える為

に、フォークダンスを20年ぼと、また最近友人に誘

われてボウリング、この時ばかりは、流石にこの年

では無理と断り続けましたが、一度でいいから教室

へ来てと言われて参加、ビックリしました。私達の

世代、いやその上とも思われるような世代の人達

が、とても楽しそうにボウリングをしている事を知

りました。この経緯を息子に話をしたら、まさか

「母さんが…」とちょっと引いていました。この様

子を見せる機会があり、夏休みに息子や孫達が来た

ので、ボウリング場へ連れて行ったら息子もビック

リして「母さんの世代有りだね」と苦笑していまし

た。また、私は出かける時は、いつも自転車です。

運動の為と歩いている人達を見かけますが私はとて

も歩くのが苦手です。そのような事を先生に話をし

たら「ボウリングをすると歩いている人達と同じぐ

らいの量の有酸素運動になるん

だよ」と教えてくれました。そ

れで、私は健康を維持する為に

出来る限

り続けて

行こうと

思ってい

ます。 

鑑賞菊を友と！     船山繁勝       (手ノ子) 

私の健康法     佐藤よね子（旧姓・小池）(添川) 

 今から５年前、定年後の趣味として友人

に誘われて鑑賞菊を始めました。友人から

習いながらの栽培を…、まず、菊の冬越し

が大変で翌年の苗木を作るために日陰で虫に食われ

ない様、土が乾かない様に行います。 やり方は、

一本仕立て・三本仕立てなどがありますが、一本仕

立てで育てる技術をマスターして

三本仕立てに、三本仕立では中々

三本とも同じ高さに、また同じ大

輪に育てるのがむずかしく、針金

で誘引作業中、茎が折れたりする

ので細心の注意を払って作業をし

ています。 まずは土づくりから

始まり、腐葉土と赤玉土の混合

を…、春になると一号鉢に冬越し

した菊を挿し木して一ケ月程待ち、根付いてある程

度成長したら、仕立てを考えながら五号鉢に移植を

する。更に成長をほどこし、八号鉢と三回成長に合

わせて鉢を替える、植えっぱなしは良くない。 管

理は土の乾き・虫の発生など、害虫は消毒液で駆除

にあたる。薬剤を数十倍に薄めて、二週間に一度の

ペースで花が咲くまで行いま

す。菊の種類は七種類ほどで、

品評会などに出品するほどの満

足する物が中々出来ない事が多

いです。「反省をしながら、秋

風が身に染みるのを感じつつ、

つい晩酌が進みます…」また来

年も良い花を咲かせる為の準備

を進めています。 

 

大
阪
春
場
所
に
お
い
て
、
西
置
賜
郡
（
白

鷹
町
）
出
身
の
白
鷹
山
（
ハ
ク
ヨ
ウ
ザ
ン
・

東
幕
下
一
枚
目
：
高
田
川
部
屋
）
が
６
勝
１

敗
で
準
優
勝
を
成
し
遂
げ
た
。
角
界
か
ら
は

久
し
く
て
大
器
力
士
と
し
て
嘱
望
さ
れ
て
来

た
。
よ
う
や
く
病
を
克
服
し
力
量
を
発
揮
し

て
の
栄
誉
を
得
た
も
の
で
あ
る
。
五
月
夏
場

所
で
は
晴
れ
て
十
両
に
昇
進
し
関
取
と
し
て

十
五
日
間
相
撲
を
取
る
こ
と
で
、
Ｔ
Ｖ
桟
敷

席
を
沸
か
す
事
で
し
ょ
う
。 

 

会
報
発
行
の
時
期
に
は
夏
場
所
、
名
古
屋

場
所
で
活
躍
し
て
い
る
と
想
定
し
て
い
ま

す
。 

郷
土
・
西
置
賜
郡
出
身
の
関
取
誕
生

を
祝
し
郷
土
の
誇
り
と
し
て
、
末
長
く
皆
様

方
の
応
援
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

ち
な
み
に
、
白
鷹
山
は
私
共
夫
婦
の
媒
酌

人
を
務
め
て
頂
い
た
祖
父
母
の
孫
に
あ
た

り
、
応
援
に
も
力
が
入
る
と
こ
ろ
で
す
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

新
野
孝
司 

 
(

添
川)

 

置
賜
か
ら
関
取
誕
生 

 

 
 

 

「
白
鷹
山
」
の
応
援
を
！ 
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東
京
新
名
所
誕
生
！ 

 

麓
野
大
仏 

 

東
京
飯
豊
会
で
毎
年
開
催
の
芋
煮
会
会
場
の
す
ぐ
近
く
に
出
来
ま
し
た
。 

 

武
蔵
五
日
市
駅
か
ら
西
東
京
バ
ス
・
福
生
駅
行
き
乗
車
、
塩
沢
秋
川
霊
園
バ
ス

停
、
徒
歩
５
分
で
す(

東
京
都
西
多
摩
郡
日
の
出
町
平
井
３
３
９
２)

。
大
仏
は
山
形
市
内

で
鋳
造
さ
れ
て
大
仏
と
台
座
だ
け
で
約
４
億
円
。
高
さ
は
１
２
メ
ー
ト
ル
、
鎌
倉

の
大
仏
１
１
メ
ー
ト
ル
を
超

え
、
奈
良
東
大
寺
の
１
５

メ
ー
ト
ル
の
大
仏
に
次
ぐ
と

の
事
で
す
。
大
仏
の
読
み
方

は
「
ろ
く
や
だ
い
ぶ
つ
」
。

芋
煮
会
帰
り
に
で
も
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
！ 

記
・
井
上 

今後は飯豊会の楽

しかった思い出や

イベント情報、今

後の予定等会員の

皆さんに役立つ情

報を掲示したいと

思っております !  

  飯豊町ホームページに東京飯豊会の 

 会報・イベント情報を掲示しました!!  

 
飯
豊
町
黒
沢
地
区 

 
き
つ
ね 

が
！ 

 
 
 
 
 
 
 
 

こ
ん
な
人
里
に
ま
で
！ 

 
 

 

昔、人のうわさ話やデマで、飯

豊橋のたもとでキツネにばかさ

れて、さ迷い歩いた、萩生の山

で見た等々、聞いた事が有りま

したが、今回は幸運にも見て、

写真まで撮れました。 

２０１８年５月１２日（土） 

ＰＭ３:１０田圃の中に現れる!!! 

何かの天敵(カラス?)に追

われて、もの凄いスピード

で走ってましだが、一旦、

立止まり追いかけてこない

か振り向いた瞬間、ここぞ

とばかり力いっぱいシャッ

ターを押しカメラに収めることが出来まし

た。生まれて初めて自然のキツネを見て感

動!!! しかし人々との共存は・・・・・・・・・・                    

井上和雄(黒沢) 

荘厳な参道 

ここをクリック 

http://www.town.iide.yamagata.jp/ 

●第三代広報部長 井上 和雄（黒沢）退任の言葉 

前新野広報部長より引き継ぎ(９号2011年

発行より)あっという間に今日まで来まし

た。その間、役員・会員の皆様には投稿

原稿等で、町長はじめ町・役場関係の皆

様にはふるさと情報の提供、役場HPに弊

会用エリア提供、広報部会活動に高円寺サテラ

イトショップの開放、町内・近隣の企業家の皆

様には広告掲載による会・活動資金の多大なる

支援を頂きました。あらためてそのご協力に感謝

申し上げます。 

紙面づくり面では関係するあらゆる人達に読んで

頂けるよう“守・破・離”をモットーに取り組んで

まいりました。その一環として新テーマこれからの

人生、楽しく・健康で・長生きしよう!!!との想い

を込め、『らっけんちょう』としました。人それぞ

れの人生。成功の陰には大変な努力や苦労、精進が

有り、今を楽しまれています。読者皆々様方のご参

考になれば幸いに存じます。印刷代金のCDに取り

組み略半額になりました。 

会報編集作業では高齢化による筆不精になった等

で中々原稿が集まらない、特定の人に集中する等問

題が有りますがP/C、写真編集ソフト等の導入、

ハード、ソフトの勉強会により格段の効率化が図ら

れました。 

今まで色々工夫、改善しながら関係者皆様のご協

力で会報発行できました。長きにわたる御支援ご協

力有難う御座いました。引き続き伊藤新広報部長の

御支援の程よろしくお願い致します。 

●第四代広報部長 伊藤茂（中津川） 就任挨拶 

皆さんこんにちは、元気にしてますか…こ

の度広報部長になりました伊藤です。世の

中は不透明な時代になりつつある昨今、気

薄になった現代社会を東京飯豊会と言う一

つのパーツ「ふるさとの思い出・同じ方言

で語りあう」など色々な場面で役に立てればと

日々力を注いでいますが、力量不足を噛みしめて

おります。 会も重ねて五十五周年、年間の出来

事を会員方に広報して行きたいと思います。これ

も会員の皆様方のご協力とご指導を宜しくお願い

申し上げます。 
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 当社では約100名の生産者の方と契約し、質の高い精米したての新鮮なお米を全国へお届けしております。 

  米から作った二度蒸しだんご（冷凍でクール便にて発送）も大好評！ お気軽にお問合せください。 

   マルシチ米穀株式会社 
〒999-0602 山形県西置賜郡飯豊町大字萩生3587 TEL：0238-72-2016 

      フリーダイヤル 0120-07-8807 



20 

 

 

飯
豊
町
第
三
セ
ク
タ
ー
連
絡
会  

住
所 

飯
豊
町
松
原
一
八
九
八
番
地 

 
 
 

(

め
ざ
み
の
里
観
光
物
産
館
内) 

電
話 

〇
二
三
八
‐
八
六
‐
三
九
三
九 

 

    農家レストラン エルベ      

                              

● 営業時間 
  

 ★ランチタイム 

  11:00~14:30 

 ★ティータイム 

  14:30~17:00 

   (CLOSE   17:00）           

  

  

 ★定休日 

  月曜日(祝日の場合は翌日) 

  
  

〒999-0602 山形県西置賜郡飯豊町萩生3549-1 

              ℡0238-86-2828 
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帰郷の宿 
しらさぎ荘 （添川事業部）〒999-0605 山形県西置賜郡飯豊町大字添川3020-5 

Tel（0238）74-2161/FAX（0238）74-2162  http://www.iide-shirasagi.com/ 

    
白川荘・ホテルフォレストいいで （中津川事業部）   

〒999-0424山形県西置賜郡飯豊町大字数馬218－1 

Tel.（0238）77-2124/FAX（0238）77-2125  http://snow-man.net/ 

      
株式会社 飯豊町地域振興公社 

飯
豊
町
第
三
セ
ク
タ
ー
連
絡
会  

住
所 

飯
豊
町
松
原
一
八
九
八
番
地 

 
 
 
(

め
ざ
み
の
里
観
光
物
産
館
内) 

電
話 

〇
二
三
八
‐
八
六
‐
三
九
三
九 

tel:0238742161
https://goo.gl/maps/vw5mL
http://snow-man.net/
http://snow-man.net/img/stay/shihwakawaso01_b.jpg
http://snow-man.net/img/stay/forestiide01_b.jpg
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お問い合わせは 添川の 

（有）銀 波         代表  新野 純一 

TEL ０２３８－７４－２１４７  

FAX ０２３８－７４－２０３１ 

e-メール ginnami@beige.plala.or.jp 
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 地 元 肉 専 門 の 店 

 
 
  山形県置賜農業高等学校、飯豊高等学校（分校）同窓生の集まりです。 

   

   ◎ 年会費   １，０００円     会報 『逢田』送付 

    

   総会及び懇親会を毎年３月に本部より同窓会会長、校長、事務局が 

   出席して行われますのでご希望の方は下記までご一報ください。 

 

★ 関東よもぎだ会     ○会長   佐々木政夫（川西町出身） 

              ○事務局長  小川悦男  （飯豊町出身） 

              ○連絡先 〒202-0003 

                 西東京市北町５‐４－３ 

                  ☎・FAX  042-421-7824 

                          携帯  090-3139-2210 

 

飯豊牛・白川漬・さくら

(有)肉のすがい  
飯 豊 町 添 川 ３ １ ７ ６ － ５ 

TEL0238（74）2212  FAX0238（74）2262 

 

関東よもぎだ会・参加のご案内 
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未来へのおくりもの・・・ 

お米はここまで美味しくなれる 

 おいしい自然をいちはやく 

  ご飯の大好きなあなたへ 

   お届けします 
山形おきたま農業協同組合飯豊支店 

山形県西置賜郡飯豊町大字萩生528 

TEL 0238-72-2121 FAX 0238-72-2010 

 

   

   環境・水・快適な生活を守り続けて５７年 

 
 

  株式会社 佐 藤 管 工 業 
    代表取締役会長 佐藤正一  ・ 代表取締役社長 佐藤政美                                                               

 

   〒999-0602山形県西置賜郡飯豊町大字萩生615 
  ＴＥＬ （0238）-72-2191  ＦＡＸ （0238）-72-2192 

 
      上下水道・給排水・衛生設備・浄化槽工事         

       ボイラー設備 ・ 空調設備 ・ 消雪工事   

      設計・施工・保守管理・＜住宅設備機器販売＞ 
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出身地:萩生:飯豊中s36年卒

埼玉県所沢市北岩岡１２７－８ ☎ 0 4－ 2 9 4 2－ 2 0 6 9 

【耐震補強工事・公共工事受注】 
新 築 ・ 増 改 築 ・ 各 種 リ フ ォ ー ム 

代 表 取 締 役 会 長  宇 津 木 秀 三 

有限

会社 宇 津 木 工 務 店 

不 動 産 売 買 ・ 仲 介 業 

有限

会社 イ イ デ ホ ー ム 
代 表 取 締 役  宇 津 木  ひ ろ み 

埼玉県所沢市北岩岡１２７－８ ☎ 0 4－ 2 9 4 2－ 7 7 5 1 

 

 代 表 取 締 役 社 長   木  下  永  久 

新

規

入

会

者

‼ 

 

心
か
ら
お
悔
や
み 

 
 

申
し
上
げ
ま
す 

２０１７年度 会員移動状況 

株式会社国分石材 

代表取締役 国分 剛 
〒999-0602 

山形県西置賜郡飯豊町萩生4536-1    

℡ 0238-72-3738 Fax 0238-72-3753   

国分石材ホームページ 

http://www.kokubunsekizai.com 

    

・
佐
藤
忠
志
（
黒
沢
） 

・
松
山
倉
夫(

椿)
 

・
片
倉
慶
子(

中)
 

・
小
池
忠
満(

中
津
川) 

・
二
渡
糸
子(

中
津
川) 

・
野
部 

好(

中
津
川) 

・
渡
部
昭
四
郎(

中
津
川) 

・
安
部
喜
代
次(

中
津
川)

 

・
高
橋 

昭(

萩
生) 

・
前
島
義
子(

萩
生)

 

   

・
佐
原
正
嗣(

小
白
川)

 

・
鈴
木
キ
ヌ(

小
白
川)

 

・
鷲
頭
桂
子(

椿)
 

・
武
田
輝
夫(

手
ノ
子)

 

・
菅
野
清
房(

中)
 

・
関 

秀
明(

中)
 

・
長
岡
完
次(

中)
 

・
白
幡
行
夫(

中
津
川)

 

・
吉
村
公
子(

萩
生)

 

 

http://www.kokubunsekizai.com
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編 集 後 記 
＊桜植樹記念式典無事終了! 

 東京飯豊会55周年記念の最後の事業としての桜

植樹が無事終了いたしました。その間多くの会員

皆様からの桜木苗寄付金、山口会長自ら陣頭指

揮、関係役員による役場、教育、関係業者との交

渉、関係する全ての皆様のご協力により出来まし

た。最後に第一小学校の皆さんの“生まれ育った町

に誇りを持ち夢と希望”一杯の投稿頂き有難う御座

いました。菅原校長先生はじめ教職員の皆様のご

指導の賜物と思います。お蔭様で飯豊会報にも花

が咲きました。感謝！感謝！感謝！ 

＊卓球のその後! 

 １年間の練習の成果を試すべく2017/10/9体育の

日・総合体育大会が有り、卓球シニア

の部にエントリー! 顔つきを見ると

中々の強者どもだ!しっかり頑張ろう!

と胸に誓い試合開始! 予選リーグを

順調に勝ち、決勝トーナメント進出、

準決勝で残念ながら敗退!  ペンハンド

での弱点発見、コーチ陣のアドバイス

も有りシェークハンドに切り換え今年から新たな

挑戦! サーッ頑張るぞ〜!    (井上和雄記) 

編集：鈴木清子、深瀬忠次、伊藤 茂、井上和雄 

 広報部からのお願い 
 次号に向け、会員の皆様!!! 特集コーナー『楽・健・長』の趣味、生きがい等、旅行の思い出や地

域での活動内容、趣味や文化活動など身近な出来事を寄稿文やお写真で残してみませんか!!!  

 又優勝しました! 勲章もらいました! 新聞、雑誌、TVに出ました等トピック情報を自薦他薦何でも構

いません、どしどし気軽にご応募ください。 

 甚だ勝手では御座いますが紙面の都合により加筆・修正や次号への掲載等もございます。 

ご了承頂きたいと思います。（５００字程度）を下記までお寄せ下さい。 

 *広報部長 伊藤 茂 

 〒252-0211 神奈川県相模原市中央区宮下本町2-7-12 

  TEL&FAX:042-754-3996 

 *副会長 井上 和雄 

  mail : zf348553@fc5.so-net.ne.jp 

山形県西置賜郡飯豊町大字萩生3549-1 
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〒999—0603 

山形県西置賜郡飯豊町 

   大字黒沢1204-15 

TEL 0238−72−3700 

FAX 0238−72−3754 
senkoya@galaxy.ocn.ne.jp 

 皆さんのふる里 飯豊町で、同じ志の方々と 

  切磋琢磨しながら、がんばっております！！ 

 米専業農家  

ワタナベ農産  
 代表 渡部 浩史 

ワタナベ農産餅加工センター 
登録商標  

  なづがしなぁ〜    

置賜のみそもち 
 

 
 

 

 

 

             こがねもち100％ 

製品一覧 
・つきたて生もち ・建前もち一式 ・切りもち（白、紅花、味噌） 

・おこわ類（五目、赤飯、白、豆、その他） 

・米粉  ・シフォンケーキ  ・チーズケーキ 

・笹巻き  ・つのまき  ・バター餅等 

丹精込めて栽培しました有機

と深耕、低農薬と深水管理の

特別栽培米を使用し、防腐剤

等添加物は一切使用せず、こ

だわりを持って製造致してお

ります。 

米ぬか（有機質）散布 

〒999—0603 

山形県西置賜郡飯豊町大字黒沢1318 

TEL0238−72−3700 FAX0238−72−3754 

      senkoya@galaxy.ocn.ne.jp 

美味しい確かなお米を 

産地価格でお届け致します 
 

○ミルキークイーン 
コシヒカリをさらに改良し、コシ  

ヒカリを超える新しい米と話題の低ア

ミロース米、ミルキークイン。 
○こがねもち  

○コシヒカリ  

○はえぬき  ○他 


